
うらわのうなぎ萬店

志木街道沿い別所沼畔にて

鰻蒲焼きとその手仕事を伝承し続ける

創業135年老舗うなぎ屋

2022年4月15日

たれの焼ける香りと ふっくらとした鰻
これぞ伝統 武蔵野の味



当社概要

• 社名：有限会社 萬店

• 屋号：うらわのうなぎ 萬店(まんだな)

• 創業：1886年(明治19年) 10月

• 設立：1953年(昭和28年) 2月

• 住所：埼玉県さいたま市南区鹿手袋1-2-26

• 代表：金子剛

• 従業員数：17名 (鰻職人は2名、当社歴 32年・8年)

• 敷地面積：約400坪 (店前駐車場を含む)
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明治十九年創業
老舗『川魚料理萬店』

萬店は始祖である金子萬蔵が明治19年(1886年)に、志木街道を往来す

る馬方や行商人などの旅客相手に、農業の傍ら茅葺の小屋でささやか

な掛茶屋を開いたことから始まりました。

当地は東に別所沼、西に鴻沼があり、荒川の流れも近く茫々たる水

郷地帯、田んぼの中の一軒家で特産の川魚、特に鰻や鯉、鯰、どぜう

などの料理を食膳に供しておりました。

創業以来135年、受け継いだ素朴な誠実奉仕の精神を頑に守り、い

つまでも武蔵野の培われた野趣と情緒豊味は忘れぬように心がけてお

ります。

萬店青田の中の一軒家
昭和30年(1955年)
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営業内容

• 提供料理 川魚料理 (鰻、鯉、鯰、どぜう等)

• 提供方法

１階 食堂 ５２名様(コロナ禍 ３６席)

２階 完全個室 ６室(計４８席)

３階 完全個室 ３室(計４２席)

３階 食品工場 EC/店頭販売(2022年5月開始)

出前 近隣3キロ圏内(顧客数 約1500件)

テイクアウト 約2,500件(2020年)

• 年間提供数 約3万食 (過去最高 1998年6万食 )
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鰻へのこだわり

• 産地： 九州産にこだわる、ときどき四国

• 仕入： 状態の悪い個体は当然返品

複数の仕入先確保、肝は買わない

• 捌き： 1分以内、口当たり良く

• 焼き： 下焼き、たれ付け三度焼き

• たれ： すぐに使わない

• 米： 冷えてきても旨い米

• 新香： 自家ぬか床の胡瓜・白菜/キャベツ、特注たくあん
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強み

• 板前には創業から135年受け継いだ高度な技術があり、

それこそがお客様との信頼と実績につながっている。

• 「いけすから提供まで」店内で一貫調理できる体制が

ある。

• 自社所有の3階建ての豪華で広い店舗があり高級感を

訴求している。

• 江戸時代からの伝統の味「浦和の鰻」で有名なエリア

にある浦和ブランドの老舗店である。
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事例
三笠会館銀座本館3階吉野内 斑鳩



事業計画・補助金等

• 2008年9月：さいたま市伝統産業事業所認定

✓ 「浦和のうなぎ」が江戸時代の古文書に確認

✓ 市内にうなぎ屋は35件以上、認定事業所は約10件

• 2020年12月：実質無利子・無担保融資実行

• 2021年2月：ものづくり補助金不採択

• 2021年3月：埼玉県経営革新計画承認

• 2021年3月：小規模事業者持続化補助金採択

• 2021年5月：IT導入補助金採択

• 2021年6月：事業再構築補助金中小企業通常枠採択

• 2021年7月：埼玉県飲食店等換気対策補助金採択

• 2021年11月3日：創業祭(壱萬円で鰻重食べ放題)

• 2021年10月：さいたま市DX推進補助金採択
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うらわのうなぎ萬店 135周年創業祭
11月3日(文化の日)
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応募数：約7650人、ヤフコメ数：約1050件、食べログアクセス数：約5倍(丑の日比)

文化の日に、「浦和のうなぎ」という文化を知って頂くことを目的に企画。



うらわのうなぎ萬店 135周年創業祭
11月3日(文化の日)
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事業再構築の必要性
「創業135年の味を高級レトルト食品等として

自社ブランドとOEMで提供する事業」

• 概要：コロナ禍で稼働しなくなった大広間を創業135年の味を高級レトルト
食品として製造する食品工場に改装し、自社ブラント商品や地域の飲食店と
協業したOEM製品で、地域経済の発展と雇用促進を図る事業再構築

• 理由①：来店客と出前・テイクアウトだけでは賄えない売上の減少

✓ 新型コロナの影響により外食需要が減少している。

✓ 販売方法が対面販売のみで販路が限定的である。

• 理由②：遊休資産と化した３F大広間の再利用

✓ 大人数での宴会が激減している。

✓ 繁閑の季節変動があり、余剰人員となる時期がある。

• 理由③：板前の技能承継の問題解消

✓ 熟練板前でも調理には時間と手間を要する。

✓ 板前の後継者が不足している。
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事業再構築のシナジー効果等

• 人材活用、既存事業とのシナジー効果

• 既存リソースを活用した投資、事業の選択と集中

• 思い切った業態転換

• 地域イノベーション

• 障害者、高齢者雇用創出

• 食育
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海外展開

伝統の鰻とその技術が込められた美味しいモノで、

世界中のどなたにも口福を！

• 商品：瓶詰、缶詰、レトルトパウチ、冷凍流通品の製造

が可能となり、長期保存可能な食品を生産できる

• サポート：埼玉県産業振興公社だけでなく、レストラン

ビジネスコンサル、SAITEC、食品メーカーと協議を進め

ており、多面的なご支援を頂けている

• 歴史：さいたま市認定の伝統産業事業所

• 技術：135年継承し続けている鰻に関する手しごと

• 体制：英語による対応可能、海外との商取引経験あり
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